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第122回 例会発表要 旨

「カ メ ラ ・ワー ク」 誌 をめ ぐる考 察(1)

佐藤 博一

季刊 「カメラ ・ワーク」誌 は,ア ル フレッ ド・スティーグ リッツを中心 とす

るアメ リカの写真家 グルー プ,フ ォトセセ ッシ ョンの機関誌 として1903年1

月に第1号 が刊行 され,1917年6月 発 行の第49/50合 併号 をもって終刊 と

なった。 この時期のスティーグ リッツの活動 は,中 心的存在 として自らを誇示

で きる団体の確保 とその具体 的な場である画廊の運営,そ して出版 とい う媒体,

これ らが軸 となって展開 されてい る。 「カメラ ・ワー ク」誌 はスティーグ リッ

ツの業績 と人間像 を知るための重要な資料で あることはもとより,フ ォ ト・グ

ラビアが その大半 を占める,良 質 な印刷技術で一枚つつ丹念 に刷 り上 げられた

写真図版 と,様 々 な人から寄稿 された数多 くの論説 によって,写 真史上,極 め

て稀有 な雑誌 として位置づ けられてい る。

19世 紀末か ら20世 紀初頭 にかけて;分 離派的志 向をもつ写真家たちのグルー

プがオース トリア,イ ギ リス,ベ ルギー,フ ランスにおいて次々 と結成 され,

写真 に関する新 しい審美的思潮 が徐々に育 まれていった。 これ らのグループの

活動 には,共 同体への憧憬 と,ア カデ ミズムの保守性 に対する反抗 とを共に兼

ね備 えている という共通点 を見いだす ことが可能であるが,ヨ ーロ ッパの写真

運動か ら強い影響 を受けたとされてい るフォ トセセッションの活動 は他のグルー

プ と異なった様相 を示 してお り,「カメラ ・ワーク」誌 もまた,機 関誌 とい う

役割 を超 え,写 真表現 に関す る審 美的価値 の転換 とアメリカにおける20世 紀

美術 の基盤の形成 に深 く関与 したのである。

1973年 にジ ョナサ ン ・グ リー ンは全 「カメ ラ ・ワー ク」誌 の寄稿者 一覧お

よび図版索引を論説の一部 と共に 「クリテ ィカル ・アンソロジー」 と題 して ま

とめ,そ の冒頭論文の中で 「カメラ ・ワーク」誌の創刊か ら終刊に致 る間の節

目を1907年,1910年,1915年,に 設 定 し,第 一期(踏 襲期),第 二期(拡 張

期),第 三期(探 求期),第 四期(決 算期),と して系統化 している。 これ は20

世紀初頭の十数年間 に写真 をめ ぐる状況がいか にめ まぐるしく変化 したか を示

してお り,ま た,そ の推移 に対 して 「カメラ ・ワーク」誌が敏感に反応 してい
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た ことを表 してい る。

1969年 に は 「カメラ ・ワー ク」誌 の復刻版 が作 られたが,図 版,論 説,広

告,総 てオフセッ ト印刷 による単色刷であ り,整 然 としたタイポグラフィーは

再現 されているものの,そ れぞれの内容の把握を可能 にした という程度 にとど

まっている。 実物の 「カメラ ・ワーク」誌 の,や や厚手の紙 と活版印刷か ら得

られ る力強い重厚感や,当 時 の意欲的 な印刷実験 であ り美的表現の探求 とも捉

えるこので きる写真図版な どか ら,再 現 と表現の はざまに横 たわる価値体系 に

ついて,現 代 に示唆す るものを感 じとることもで きよう。写真 とその技術 をめ

ぐって,今 日に至るまで,様 々な展開を呈 した写真観の再考に は最 も適 した素

材で ある 「カメラ ・ワー ク」誌 の周辺には,実 に多様な論考の視点が潜んでい

るように思われ る。今後,更 に問題点を明確 にし,研 究を進 めていきたヤ〉と考

えている。

(平成2年2月10日 同志 社 大 学)
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